
令和元年２月 

令和元年度 学  校  評  価  書 

 

学校名 北海道白糠高等学校 全日制課程 

１ 重点目標          

（１）「分かる授業に向けた指導と評価の充実」による学力の向上 

（２）「できるようになる指導の実施」による自己指導能力の向上 

（３）「キャリア教育の視点を踏まえた指導の充実」による主体的に進路を選択する能力の向上 

（４）「生徒の発達の段階を踏まえた指導の充実」による集団や社会の一員としての資質の向上 

 

２ 経営方針          

（１） 校内組織の活性化を図るとともに、教職員の学校経営参画意識の高揚を図り、協働意欲に満ちた活力ある学校づくりに努める。 

（２） 保護者や地域の方々、関係機関等からの支援と協力のもと、教育の質の向上を目指し、教職員が学校の抱える課題の解決に前向きに取り組むことができる学

校づくりに努める 

（３） 積極的な情報提供や学校評価の充実などにより、保護者や地域の方々から信頼・支持される学校づくりに努める。 

（４） 教員が日々の生活の質や教職人生を豊かにすることで、自らの人間性を高め、子どもたちに対して効果的な教育活動を行うことができるよう、働き方改革を

推進する。 

 

３ 自己評価結果について学校関係者評価実施  

 ○自己評価の達成状況・適切さの欄は（「Ａ＝十分である」、「Ｂ=概ね十分である」、「Ｃ＝不十分である」、「Ｄ＝改善を要する」）を示す。 

 ○右の欄、学校関係者評価：自己評価の適切さの欄は、 

  （「Ａ＝適切な評価である」、「Ｂ=概ね適切な評価である」、「Ｃ＝評価がやや不十分である」、「Ｄ＝改善を要する」）を示す。 

 ○右の欄、学校関係者評価：改善に向けた取組の適切さの欄は、 

  （「Ａ＝適切な取組である」、「Ｂ=概ね適切な取組である」、「Ｃ＝取組がやや不十分である」、「Ｄ＝改善を要する」）を示す。 

 ※青い部分が教職員による自己評価結果等、黄色い部分が学校関係者評価結果である。 

 ※学校関係者評価は評議員により実施。 

 

分野 

領域 

重点的な取組内容 （上段） 
自己評価 

改善の方策 

学校関係者の評価 

達成 

状況 
取組の

適切さ 

自己

評価

の適

切さ 

改善

への

取組

の適

切さ 

意見 評価指標・評価基準（中段） 

具体的取組の状況 （下段） 

学習指

導の改

善・充実 

基礎基本を徹底し、わかる授業、自分で取り組む授業の実施

に努める。 
Ｂ Ｂ 

○Ｔ・Ｔや習熟度別授業など教科によって

やりかたは異なるが、基礎基本を重視した

授業が行われている。ベーシックスタディ

については、タブレットを使った自学自習

を行っているが、内容に合わせて各教科の

教員が入れるように工夫することが必要。 

Ａ Ａ 

○タブレット

を使い、生徒に

分かりやすく

工夫されてい

て良い 

生徒による授業間アンケートの授業満足度の項目と自らの

取り組み状況で平均評価で３．２以上（４段階） 

基礎基本中心の授業の実施。授業アンケート近日実施予定 ３．０ ３．２ 

観点別評価を徹底し、生徒それぞれの能力に応じた取り組み

を支援する。 
Ｂ Ｂ 

○本校は、他校に比べて早くから観点別評

価に取り組んでおり、その成果が成績不振

者の減少という形で現れている。ただ、評

価の仕方については様々な考え、やり方が

あり、今後とも情報を集め、研修を続けて

いきたい。 

Ａ Ａ 

○生徒の能力

に応じて取組

がなされ、成績

上位者が増加

し、安定してい

ることは素晴

らしい 

成績上位者の割合を高めて不振者を増やさない 

観点別評価により成績上位者増加、安定 ３．３ ３．２ 

保護

者・地域

への情

報の発

信 

関係機関や地域と連携した魅力ある学校づくりの推進と内

容の充実を図る。 

Ａ Ａ 

○地域の学校として、保育園や幼稚園交

流・小中学校との連携・養護学校交流・町

内会との清掃活動や避難訓練・町主催の行

事などに積極的に参加をしている。次年度

以降も積極的に魅力ある学校づくりを推

進していく。 

○ホームページについては、日々のニュー

ズを積極的に更新することができ、情報発

信はできている。しかし、その他のページ

の更新が滞っているため、他のページの作

成を行っていかなくてはならない。 

Ａ Ａ 

○保育園、幼稚

園、養護学校と

の交流を行い、

生徒の成長に

つながってい

る 

○町内への PR

はよく見るが、

町外や道外へ

のPRが少ない 

ホームページアクセス数 年間６万回以上（月５千） 

ホームページ更新回数 ８５回以上（月７回） 

地域交流等 年間１０回以上 

町行事への積極的参加 年間３回以上 

12月末現在で、アクセス数80,680回（月平均8,900） 

HP更新回数 83回（月平均9.2回） 地域交流等10回（幼

稚園・養護学校・いきいき交流・町内清掃・花壇整備・芸術

鑑賞・学校祭など） 町行事1回（白糠駅伝） 

３．７ ３．６ 

ＰＴＡ

活動の

活発化 

・ＰＴＡ活動の活性化、推進に努める。 

Ｂ Ｂ 

○生徒減少が進んでいるなかで、保護者の

参加率は上昇している傾向である。その反

面教員側の参加率が減少していることか

ら、教員側の積極的な参加を促す必要があ

る。保護者の参加率をあげるためには、ま

ず町内の保護者から積極的に声かけをお

こない、参加しやすい環境を作っていく必

要がある。 

Ｂ Ｂ 

○参加率をあ

げるための工

夫が必要 

・ＰＴＡ活動 参加者（保護者） 各１０名以上。 

（総会・役員会・バザー・研修会・反省会） 

総会８名、役員会７名 バザー１１名 研修会６名の参加 ３．３ ３．３ 

 

 

 

 



分野 

領域 

重点的な取組内容 （上段）  

 

 

評価指標・評価基準（中段） 
     

具体的取組の状況 （下段） 

組織的・計

画的進路

指導の充

実 

（進学）志望校を早期に固め、本人のやる気を持続させな

がら個に応じた指導を充実させる。「産業社会と人間」を

中心に自身のキャリアについて考える機会を増やし、卒業

後を意識して学校生活を送ることができるように指導す

る。進学後のキャリア形成を意識した進学指導を展開し、

模擬試験や資格試験の受験を促す。 Ｂ Ａ 

〇系統的・組織的なキャリア教育を実践

し、進学後も見通したキャリア意識の形成

と基礎的・汎用的能力の育成を図る。「産

業社会と人間」の内容を精査し、生徒の実

態や発達の段階に応じた目標や内容とす

る。 

〇志望校の早期決定とともに、具体的な受

験対策を「久遠塾」などと連携して計画し、

個に応じた指導に取り組む。現実的な進路

選択のために家庭や外部機関との連携を

深め、情報共有を図る。 

Ａ Ａ 

○各生徒が志

望校を早期に

決め、久遠塾と

連携しながら

100％の合格を

決めているな

ど、頑張ってい

る姿が見られ

る 

○人口減少社

会において、小

規模校の先発

校となる校と

なる校となる 

○地域との関

わり、地域住民

や企業との関

わり強調して、

小規模校なら

ではの教育を

PR し、発信す

べき 

志望校合格による進学決定率１００％ 

進学決定率１００％ ３．２ ３．４ 
 

  

（就職）「産業社会と人間」を中心に自身のキャリアにつ

いて考える機会を増やし、明確な目標に向けて学校生活を

送ることができるように指導する。早期離職、内定辞退を

防止するためにインターンシップや企業見学、応募前見学

を通して職業観を育成するとともに、個に応じた就職指導

を展開し、進路実現に向けて生徒が自ら進んで取り組む環

境を整える。 

Ｂ Ｂ 

〇地域の職業生活にかかわる体験的な学

習や地域の課題を学ぶことを通して、キャ

リア形成のための基礎的・汎用的能力の育

成に努める。 

〇関係機関との連携、情報共有をすすめ、

企業が求める人材像の把握と、生徒と企業

のミスマッチを防ぐ。 

〇生徒、保護者への適切な情報提供を行

い、個に応じた指導・支援を行う。また、

生徒自身の意思と責任で、かつ、保護者の

理解を得た上で進路を選択できるように

する。 

Ａ Ａ 

０回受験者０名 

０回受験者１名。就職希望者決定率７１．４％ ３．１ ３．３ 

自立心を

育てる指

導の徹底 

Ｑ－Ｕを活用し生徒理解のためのスキル向上に努める。外

部機関（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、サポステ、白糠養護学校ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）

と連携して適切な支援を行い、教育相談の充実を図る。 Ａ Ａ 

○コミュニケーショントレーニングなど

の教育活動や、学校行事を通して、集団生

活の中における自分の役割について自覚

させられるような取組を意識的に行って

いく。 

○上記のような取組に付随して、生徒主体

で進めていく活動により、責任感の育成を

目指し、教員は幅広い知識から生徒をサポ

ートしていく。 

Ａ Ａ 

○学校行事な

どにおいて、先

生と生徒のコ

ミュニケーシ

ョンが取られ

ている 

○生徒が他者

を思いやる心

と道徳心を持

ち、いじめるこ

とがないよう

努めていると

思う 

○地域の一員

として何か協

力できること

があるか意見

交換したい 

○ふるさとを

説明できる、町

のことを紹介

できる、自分を

PR できる子供

を育てるべき 

Ｑ－Ｕアンケートを年間２回以上実施 
教育相談に関する校内研修の実施 

Q-Uアンケートを年２回実施（５月・２月予定） 

教育相談に関する校内研修を実施（６月） 
３．４ ３．５ 

基本的な

生活習慣

マナーや

モラルに

関して組

織的な指

導体制の

確立 

情報共有と段階的な指導の徹底。特別指導のない環境と落
ち着いた学習環境を整える。集会や面談、身だしなみ指導、
玄関指導、携帯指導、祭典巡視など。 

Ｃ Ｂ 

○教員全体が足並みを揃えて指導できる

ような基準・ルールの見直しを図り、また、

こまめに確認を行う。 

○規範意識を高められるような教育活動

を続け、校則を守らなければいけないとい

う意識を身につけさせる。 
Ｂ Ｂ 年間通して特別指導件数 ０件 

生徒指導に関する校内研修の実施 

特別指導件数７件（１２／２０現在） 

特別支援に関する校内研修を実施予定 
２．８ ２．９ 

他者を思

いやる心

と道徳心

の育成 

通信や集会、講演会等を活用し規範意識を育て、ＳＮＳの

正しい使い方を身につけさせ、誹謗中傷やいじめといった

問題行動を招かないよう未然防止に努める。いじめ把握の

ためのアンケートを年間２回実施。 
Ａ Ａ 

○講演会の講師の精選を図る。例えば、職

員の前任校で聞いたことのある講師の情

報や、他校での講師の評判など、参考にし

ていく。 

Ａ Ａ 積極的ないじめの認知 

いじめによる特別指導件数 ０件 

いじめの認知件数４件（１２／２０現在） 

※内３件は解消済みで、継続中事案は０件 

いじめによる特別指導件数 ０件 

３．４ ３．５ 

教職員の

「働き方
改革」に向
けた方針

等 

教員が日々の生活の質や教職生活を豊かにすることで、自
らの人間性を高め、子どもたちに対して効果的な教育活動

を行うことができるよう、働き方改革を推進する。 
Ａ Ａ 

○定時退勤日については、部活動指導等に
より徹底できているとは言い難いことか
ら、実のある働き方改革に近づけていく必

要がある。ただしその際には、部活動顧問
をはじめとした全教職員の理解と協力が
必須である。 

○特定の教員に業務が偏っている現状が
散見されることから、分掌業務の再編、よ
りいっそうの協働体制の構築を進めてい

く必要がある。校内分事を決める際に、適
材適所の観点を重視しながら、業務分担の
改善を進めていく。 

Ａ Ａ 

○教職員は生
徒一人一人に
向き合い、部活

動等の指導に
も当たってい
ると思う 

働き方改革に関する校内研修・学校評価の実施。学校閉庁
日、定時退勤日、部活動休養日の設定。業務の平準化・効

率化に関する業務改善、健康安全管理を行う。 

定時退勤日を第１・３金曜日と定期考査期間中に設定して

いるほか、学校閉庁日を年間で９日間設定している。さら
に、働き方改革に関する講演等の内容を教職員にフィード
バックすることで、意識の改革を進めているとともに、校

内人事を工夫することで業務の平準化を進めている。 

３．４ ３．５ 

※学校関係者評価は学校評議員によって行う。 記述部分は抜粋及び要約をしたものである。  

 学校関係者の評価は、評価平均値により次の評価基準によってA～Dの評価をしている。   

  評価基準（ 1≦D＜2.3   2.3≦C＜2.9   2.9≦B＜3.4   3.4≦A≦4 )  

 


